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読書の秋、スポーツの秋、芸術の秋など、何をするにもよい季節となりました。外に出

れば、どこからか金木犀のかおりがしてきます。校庭の桜の葉が少しずつ色づきはじめ、

秋がゆっくりと深まっています。 

ふるさと大用のすばらしさ 体験 
 10/18(水)、全校生徒が今年取れた藁を使って、藁ぼうきづくりに挑戦しました。住次

郎の森本さんにほうきと日おいの作り方を習いました。当初の予定では、藁ぼうきの完成

に３時間位見込んでいましたが、作り始めると、全員が集中して黙々と作業し、予定より

大幅に短い時間で「マイ(自分だけの)藁ぼうき」を作りあげました。作ったほうきは軽い

し、手触りも使い勝手も抜群で全員が大喜びしたことでした。 

生徒たちは、地元で取れた藁を使い、地元の大ベテランの方に手ほどきをうけ、自分で

ほうきを作り上げる喜びを体験できました。教科ではできない大切な勉強を「ふるさと大

用」で学習をすることができました。貴重な経験をありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

10/16(月)には、お料理教

室でお世話になった後藤さん

と佐竹さんに給食の時間に来

ていただきました。この日

は、鶏肉のぴりから焼き、さ

つまいものきんぴら、キャベ

ツとツナのサラダを一緒に食べ、大勢で食べる楽しいひと時を過ごすことができました。 

森本旗大会 優勝 
 10/14(土)、森本旗争奪大会男子２部に中村中学校と   運動会テレビ放映 

合同で出場し、優勝しました。   ケーブルテレビで 

全員が１年生で、初めてのペ 10 月 21 日(土)・22 日(日) 

アでも声をかけ合い、最後ま   ・10 時～ 

で頑張りました。雨のなか    ・１９時～(30 分程度) 

早朝からの送迎、応援ありが      ぜひご覧ください。 

とうございました。 
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